
平成２７年 台風第１８号に関する栃木県気象情報 第４号 

平成２７年９月９日１１時３１分 宇都宮地方気象台発表 
 

（見出し） 
栃木県では、９日夜遅くにかけて雷を伴い非常に激しい雨が降り大雨となる所があるでしょう。
土砂災害、河川の増水やはん濫、低い土地の浸水に警戒し、落雷や竜巻などの激しい突風に注意
してください。 
 

（本文） 

［台風の現況と予想］ 
 台風第１８号は、９日１０時には津市の東約４０キロにあって、１時間におよそ２５キロの速
さで北北西へ進んでいます。中心の気圧は９９０ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は２０メ
ートル、最大瞬間風速は３０メート 
ルで、中心の北東側３９０キロ以内と南西側１７０キロ以内では風速１５メートル以上の強い風
が吹いています。９日１０時過ぎに、台風第１８号の中心は愛知県知多半島に上陸しました。 
 台風第１８号は、９日夜には温帯低気圧に変わり日本海に進む見込みです。栃木県では、１０

日にかけて、湿った空気が流れ込み、大気の非常に不安定な状態が続くでしょう。 
 
［雨の実況］ 
 関東甲信地方は台風を取り巻く雨雲に覆われており、栃木県では強い雨が降っています。 
 降り始めの９月７日１８時から９日１１時までの総降水量（アメダス速報値）は、多い所で、 

 奥日光中禅寺湖畔  １７０．５ミリ 
 日光市土呂部    １５２．５ミリ 
 日光市足尾     １０７．５ミリ 

 日光市今市      ９３．５ミリ 
 那須高原       ９１．５ミリ 
となっています。 
 
［防災事項］ 
＜大雨・雷・突風＞ 
 栃木県では、１０日明け方にかけて１時間３０ミリの激しい雨が降り、９日夕方から夜遅くに

かけては、１時間５０ミリの非常に激しい雨の降る所がある見込みです。 
 １０日１２時までの２４時間に予想される雨量は、いずれも多い所で、 
  北部、南部ともに    ２００ミリ 
の見込みです。 
 
 その後も、湿った空気が流れ込むため、雨が続く見込みです。 
 土砂災害、河川の増水やはん濫、低い土地の浸水に警戒してください。  
 また、落雷や竜巻などの激しい突風にも注意が必要です。発達した積乱雲の近づく兆しがある

場合には、建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 
 
［補足事項］ 
 今後の台風情報や、気象台の発表する警報、注意報、気象情報、竜巻注意情報に留意してくだ
さい。次の「平成２７年 台風第１８号に関する栃木県気象情報」は９日１７時 
頃に発表する予定です。 
 


